
図1釜茄でになる五右衛門

安
土
桃
山
時
代
の
稀
代
の
盗
賊
の
首
領
で
あ

っ
た
石
川
五
右
衛
門
は
豊
臣
秀
吉
の
手
勢
に
逮

捕
さ
れ
、
京
都
の
三
条
河
原
で
子
供
と
と
も
に

釜
茄
で
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
（
図
1
)。
そ
の

と
き
の
有
名
な
辞
世
の
一
首
が
「
石
川
や

浜

の
真
砂
は
尽
く
る
と
も
世
に
盗
人
の
種
は
尽

く
ま
じ
」
で
あ
っ
た
。
真
砂
と
い
う
言
葉
は
無

限
に
存
在
す
る
象
徴
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
現
在
、
そ
の
真
砂
が
無
限
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
。

地
球
の
表
面
は
七
割
が
海
洋
、
三
割
が
陸
地

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
砂
漠
は
定
義
に
よ
っ
て
相

違
す
る
が
、
陸
地
の
一
五
％
か
ら
二

0
％
程
度

に
な
る
。
カ
ナ
ダ
の
国
土
面
積
が
世
界
の
陸
地

の
八
％
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
倍
以
上
に
相
当

す
る
。
し
た
が
っ
て
砂
は
地
球
に
潤
沢
に
存
在

図2ジェンネのモスク
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尽
き
つ
つ
あ
る
浜
の
真
砂

し
て
い
る
と
想
像
し
が
ち
で
あ
る
が
、
現
実
に

は
有
限
で
あ
り
、
不
足
が
懸
念
さ
れ
は
じ
め
て

き
た
。
砂
の
用
途
が
拡
大
し
、
急
速
に
需
要
が

増
大
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

都
市
を
構
築
し
て
き
た
砂

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
西
部
に
あ
る
マ
リ
共
和
国

の
首
都
バ
マ
コ
か
ら
ニ
ジ

ェ

—
ル
川
沿
い
を
東

側
に
約
六

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る
と
ジ

ェ
ン
ネ
と
い
う
人
口
約
三
万
人
の
都
市
に
到
清

す
る
。
こ
の
約
二

0
0
0年
の
歴
史
の
あ
る
古

都
の
中
心
の
広
場
に
高
さ
二

0
メ
ー
ト
ル
、
幅

1
0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
壮
麗
な
モ
ス
ク
が

存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
内
部
も
表
面
も
す
べ
て
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泥
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
世
界
遺
産
（
現
在
は

危
機
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
（
図
2
)
。

こ
こ
ま
で
「
砂
」
「
泥
」
と
い
う
言
葉
を
使

用
し
て
き
た
が
、
正
式
の
定
義
が
あ
り
、
「
泥
」

は
規
模
が
一
六
分
の
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

岩
石
の
細
粒
、
そ
れ
以
上
で
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
細
粒
が
「
砂
」
、
そ
れ
以
上
が
「
石
」

と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
「
土
」
は
砂
や
泥
に
有

機
物
質
が
混
在
し
た
細
粒
で
あ
る
。
古
来
、
こ

れ
ら
の
鉱
物
を
利
用
し
て
人
間
は
建
物
な
ど
を

構
築
し
て
き
た
が
、
セ
メ
ン
ト
の
発
明
に
よ
り

巨
大
な
変
化
が
発
生
し
た
。

セ
メ
ン
ト
は
水
と
混
合
す
る
と
硬
化
す
る
性

質
の
あ
る
粉
体
で
あ
り
、
す
で
に
古
代
の
エ
ジ

プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
な
ど
で
建
築
工
事

や
土
木
工
事
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
方
法
は
硬
化
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、

一
七
九

0
年
代
に
粘
土
と
石
灰
を

一
緒
に

焼
成
し
て
硬
化
時
間
を
短
縮
す
る
製
品
が
イ
ギ

リ
ス
で
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
四

0
年
代
に

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ

ン
ト
が
開
発
さ
れ
た
。

こ
の
セ
メ
ン
ト
に
骨
材
と
い
わ
れ
る
砂
を
混

合
し
て
使
用
す
る
の
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
古
代
ロ
ー
マ
の
時
代
か
ら
使
用
さ

れ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
市
内
に
あ
る
円
形
の
ド
ー

ム
建
築
の
バ
ン
テ
オ
ン
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建

世
界
の
人
口
は
一
九
五

0
年
の
二
五
億
人
か

ら
現
在
で
は
七
九
億
人
に
増
加
し
、
二

0
五
0

年
に
は
九
三
億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
‘
1
0

0
年
で
四
倍
に
な
る
。
さ
ら
に
一
九
五

0
年
に

は
全
体
の
三

0
％
で
あ
っ
た
都
市
人
口
が
現
状

で
五
六
億
人
、
二
0
五
0
年
に
は
六
二
億
人
に

な
り
、
六
七
％
が
都
市
に
生
活
す
る
こ
と
に
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使
用
で
き
な
い
砂
漠
の
砂

造
さ
れ
て
い
る
（
図

3
)。
さ
ら
な
る
発
展
は

十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
躯
体
の
内
部
に
鉄
筋

を
配
置
し
て
頑
丈
に
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
発
明
さ
れ
、
現
在
の
建
築
・
土
木
工
事
の
主

流
に
な
っ
て
い
る
。

··~-- -一·•-~a

図3古代ローマのパンテオン
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る

（図
4
)。
そ
の
結
果
、
都
市
を
維
持
す
る

社
会
基
盤
を
整
備
す
る
需
要
が
増
大
し
、
大
塁

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
建
設
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
骨
材
の
た
め
の
砂
が
現
状
の
年
間
三
五

0
億

ト
ン
か
ら
四
三
0
億
ト
ン
に
増
加
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
の
大
半
は
河
川
が
岩
肌
を
掘
削

し
て
下
流
へ
運
搬
し
て
河
口
や
海
岸
に
堆
積
さ

せ
て
い
る
砂
で
あ
る
が
、
毎
年
、
世
界
す
べ

て

の
河
川
が
下
流
へ
運
搬
し
て
く
る
砂
の
二
倍
に

相
当
す
る
。
人
間
は
様
々
な
地
球
の
資
源
を
採

掘
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
八
五
％
は
砂

と
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
大
量
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
冒
頭
に
紹
介

し
た
よ
う
に
、
地
球
の
陸
地
面
積
の
二
0
％
近
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建
設
工
事
に
必
要
な
砂
だ
け
で
も
大
変
な
資

源
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
が
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
新
規
の
需

要
も
登
場
し
て
き
た
。

一
九
七

0
年
代
に
発
生

し
た
二
度
の
石
油
危
機
で
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収

支
が
赤
字
に
転
落
し
た
が
、

一
因
は
輸
入
に
依

存
し
て
い
た
石
油
や
天
然
ガ
ス
の
価
格
高
騰
で

あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
二

0
一
九
年
に
ア
メ
リ
カ

は
輸
入
か
ら
輸
出
に
転
換
し
た
。
新
規
の
国
内

の
資
源
が
利
用
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

け
つ
が
ん

地
下
の
頁
岩
に
含
有
さ
れ
る
シ
ェ
ー
ル
オ
イ

ル
と
い
わ
れ
る
成
分
を
採
掘
す
る

フ
ラ
ッ
キ
ン

グ

（水
圧
破
砕
）
と
い
う
技
術
が
二

0
0
0年

頃
か
ら
実
用
に
な
り
、
国
内
生
産
が
急
増
し
て

き
た
効
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
下
ま
で
掘
削
し

た
管
路
か
ら
砂
粒
や
薬
品
を
混
入
し
た
水
を
高

圧
で
送
出
し
て
岩
盤
に
亀
裂
を
発
生
さ
せ
、
そ

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
採
掘
に
必
須
の
砂

く
は
砂
漠
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
存
在
す
る
大

量
の
砂
を
使
用
す
れ
ば
問
頼
は
解
決
し
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
に
使

用
す
る
砂
は
相
互
に
密
箔
し
て
一
体
と
な
る
た

め
に
角
張
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
が
、
砂
漠
の

砂
は
風
化
し
て
表
面
が
円
滑
で
あ
る
た
め
、
残

念
な
が
ら
骨
材
と
し
て
使
用
す
る
に
は
適
切
な

素
材
で
は
な
い
。

白
砂
青
松
を
維
持
す
る
砂

図5南紀白浜

の
隙
間
か
ら
浸
出
す
る
油
分
を
回
収
す
る
技
術

で
あ
る
。
効
率
よ
く
採
掘
で
き
る
が
、
問
穎
は

大
量
の
水
と
砂
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

和
歌
山
県
の
南
紀
白
浜
は
延
長
六

0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
の
真
白
な
砂
浜
が
人
気
の
観
光
地
帯

で
あ
る
が
、
そ
の
白
砂
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る

（図
5
)。
次
第
に
減
少
し
て
い
く
砂
浜

を
補
充
す
る
た
め
国
内
各
地
を
調
査
し
た
が
適

切
な
も
の
が
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
砂

を
約

＿
四
万
ト
ン
も
輸
入
し
て
実
現
し
た
。
世

界
規
模
で
有
名
な
ハ
ワ
イ
の
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

の
砂
浜
も
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
白
砂
で
実

現
し
た
人
工
の
産
物
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
問
題
は
世
界
各
地
で
進
展
し
て
い

る
埋
立
事
業
で
あ
る
。
世
界
で
最
大
の
埋
立
事

業
を
推
進
し
て
き
た
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ

る
。

一
九
六
五
年
の
独
立
時
点
の
面
積
は
東
京

都
二
十
三
区
の
九
割
程
度
で
あ

っ
た
が
、
現
在

埋
立
を
実
現
す
る
大
量
の
砂

二
0
二
0
年
に
発
行
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
気

候
変
動
を
対
象
と
す
る
科
学
雑
誌
に

「気
候
変

動
と
海
面
上
昇
の
た
め
ニ

―
0
0年
ま
で
に
世

界
の
砂
浜
の
半
分
が
消
滅
す
る
」
と
い
う
論
文

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
兆
候
は
日
本
に
も
存
在

し
、
減
少
し
て
い
く
砂
浜
を
復
活
さ
せ
る
養
浜

事
業
が
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
の

太
平
洋
側
の
九
十
九
里
浜
は
全
長
六

0
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
海
岸
で
あ
る
が
、
急
速
に
砂
浜
の
奥

行
き
が
減
少
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
は
海
岸
の
崖
崩
れ
や
河
川
が
運
搬

し
て
く
る
土
砂
の
た
め
砂
が
補
充
さ
れ
て
い
た

が
、
崖
崩
れ
を
防
止
す
る
工
事
や
河
川
整
備
の

た
め
砂
の
供
給
が
減
少
し
、
海
岸
全
体
に
三
十

六
箇
所
あ

っ
た
海
水
浴
場
の
う
ち
半
数
が
消
滅

し
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
漁
港
に
貯
留
し
た
砂

を
回
収
し
て
海
岸
に
投
入
す
る
と
と
も
に
、
海

岸
か
ら
沖
合
に
先
頭
を
T
字
に
し
た
堤
防
を
建

設
し
て
復
活
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
業
は
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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図6ドバイの光景

で
は
一
・
ニ
倍
の
七
二
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
拡
大
し
て
い
る
。
近
隣
か
ら
大
量
の
砂
を
輸

入
し
て
埋
立
工
事
を
推
進
し
て
き
た
成
果
で
あ

る
が
、
こ
の
砂
を
輸
出
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
二
十
四
の
島
々
が
水
没
し
て
消
滅
し
た
。

さ
ら
に
巨
大
な
埋
立
て
を
し
て
い
る
の
が
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦

(
U
A
E
)
で
あ
る
。
ペ
ル

シ
ャ
湾
岸
に
あ
る
北
海
道
と
同
等
の
面
積
の
国

家
で
あ
る
が
、
国
土
の
大
半
は
砂
漠
の
た
め
住

民
の
多
数
は
海
岸
地
域
に
居
住
し
て
い
る
。
石

油
の
産
出
の
た
め
富
裕
で
あ
り
、
中
心
都
市
ド

バ
イ
に
は
一

0
0棟
以
上
の
高
層
建
築
が
林
立

し
、
現
状
で
世
界
最
高
の
八
二
八
メ
ー
ト
ル
の

建
物
（
図
6
)
を
凌
駕
す
る
一
0
0
0
メ
—

卜

ル
の
高
層
建
物
も
今
年
完
成
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用

さ
れ
る
が
、
首
都
の
前
面
の
海
上
に
は
、
上
空

か
ら
俯
厳
す
る
と
椰
子
を
連
想
さ
せ
る
形
状
の

「
パ
ー
ム

・
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
三
個
の
人

工
島
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
完
成
し
た

最
初
の
「
バ
ー
ム

・
ジ
ュ

メ
イ
ラ
」
に
は
三
億

八
五

0
0
万
ト
ン
の
砂
、
全
体
が
完
成
す
る
ま

で
に
は
八
億
三
五
0
0
万
ト
ン
の
砂
が
投
入
さ

れ
る
が
、
前
述
の
南
紀
白
浜
の
海
岸
に
投
入
し

た
砂
の
六

0
0
0倍
で
あ
る
（
図
7
)
。

情
報
社
会
を
支
配
す
る
シ
リ
コ
ン

こ
こ
ま
で
は
土
木
工
事
と
資
源
採
掘
に
大
量

に
使
用
さ
れ
る
砂
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
最
後

に
、
少
量
で
は
あ
る
が
現
代
の
先
端
技
術
に
必

図7パーム・ジュメイラ

須
の
砂
を
紹
介
す
る
。
現
在
の
社
会
を
維
持
し

て
い
る
の
は
情
報
技
術
で
あ
る
が
、
そ
の
技
術

に
必
須
の
砂
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン
受
像
装
置
も
携
帯
電
話
も
情
報
機
器

の
心
臓
は
集
積
回
路
と
い
わ
れ
る
素
子
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
珪
素
（
シ
リ
コ

ン
）
と
い
う
鉱
物

を
素
材
と
し
て
製
造
さ
れ
る
。

地
球
に
存
在
す
る
元
素
の
一
位
は
酸
素
で
四

七
％
、
二
位
は
娃
素

（シ
リ
コ
ン
）
で
二
八
％
、

こ
の
一
位
と
二
位
が
化
合
し
た
物
質
が
石
英
で

あ
る
。
石
英
を
電
炉
で
加
熱
し
て
酸
素
を
除
去

し
て
シ
リ
コ
ン
を
製
造
す
る
が
、
そ
れ
を
純
度

九
九
・
九
九
九
九
％
に
す
る
と
太
陽
電
池
の
素

材
、
九
九
・
九
九
九
九
九
九
九
九
九
％
に
す
る

と
集
積
回
路
の
素
材
に
な
る
。
工
業
社
会
は
セ

メ
ン
ト
と
い
う
砂
が
、
情
報
社
会
は
シ
リ
コ
ン

と
い
う
砂
が
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

石
英
は
地
球
に
遍
在
す
る
の
で
シ
リ
コ
ン
は

簡
単
に
製
造
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
純
度
が
高

度
な
ほ
ど
有
利
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
人
ロ
ニ

0
0
0人
の
小
村
ス

プ
ル
ー
ス
パ
イ
ン
か
ら
産
出
す
る
石
英
の
純
度

が
世
界
最
商
で
、
こ
の
小
村
の
石
英
が
世
界
の

大
半
の
シ
リ
コ
ン
の
原
料
に
な

っ
て
い
る
。
世

界
を
席
巻
す
る
情
報
社
会
が
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
山

中
の
小
村
の
資
源
に
依
存
し
て
い
る
現
実
は
興

味
あ
る
構
造
で
あ
る
。
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